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１．プロジェクトの目的 

子どもをメインにターゲットとしていない情報機器などの製品が、家庭内において子どもと接触

し事故を起こしてしまう可能性について、子どもの行動の調査を実施し、今後の情報機器の設計開

発やソリューション提案を検討するうえで参考となるデータを収集することを目的とした。 

 

２．実施方法 

子どもと同居する家庭に対して自宅訪問調査を実施。生活の不都合と収納物をマップ上に表した。

その結果に基づき Web調査を行い、普段に生活や避難時における不都合・危険マップ、子どもの行

動特性についての定量的なデータの収集を行った。 

[1]自宅訪問調査 

    0歳から 10歳までの子どもと同居する母親の家庭に対して住宅訪問・レポート調査を実施（関

東・関西・東北居住、２１件） 

間取りや家具の配置の詳細と生活の中の不具合を地図上に記入する方法で実施した。 

[2]Web調査  

 調査[1]で特徴的に表れた項目に対して、Webを利用した定量調査を実施した（全国主要都市居

住、賃貸マンション居住者、サンプル数：２１０名） 

 

３．結果と考察 

WEB調査結果概要 

対象:全国の 0才から 10才のこと同居する母親 

サンプル数: 210サンプル 

情報機器による事故状況は、自由記述 185件中 4件で、表 1のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

    表 1 情報機器による事故状況 

 



 

2 平成２３年度キッズデザイン製品開発支援事業 基盤整備プロジェクト報告集 

【補足】事故の場所はリビングが 210家庭で、524件と突出して最多である。2位はキッチンの 194

件となっている。 

 

情報機器に関する子どもに見られる特徴的な行動は、自由記述 254件中 4件で、表２のとおりで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅訪問調査概要 

子どもに特徴的に見られる行動は、図１のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 情報機器に関する子どもに見られる特徴的な行動 

 

図 1 子どもに見られる特徴的な行動 
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調査結果から得られた情報機器や家電機器に対する子どもの行為の代表的な事例を以下にあげる。 

 

a )「スイッチを触る」 

家電機器やＰＣのスイッチを触ったり、リモコンを触り機器を誤動作させる行為が報告されてい

る。パソコンでは電源ボタンに触る事例も報告されデータ破損の可能性も指摘されている。年齢

が低いほど事例が多く、0歳児から３歳ぐらいまでにその行為は見られる。 

 

 

 

 

 

b ) 「隙間に指を入れる」「隙間にものを入れる」「すきまに自分がはいる」 

ＡＶ機器やＰＣのＤＶＤの挿入口に何かをいれようとする行為が見受けられた。 

穴があると指やモノを押し込もうとする行為は、年齢が低い子どもに見られる行為である。「は

さまる」「ぬけなくなる」などの危険がある箇所をあらためて検証する必要がある。すきま自分

がはいるのは、１歳から４歳までのあいだにみられ、コードのからまる機器背面に入りこんだり

している事例も報告された。感電の危険性、コードにひっかかることによる機器の落下の危険性

もあり、コードまわりのデザインに関して検討が必要であると考えられる。 

 

図 2 家庭における家電製品に関する危険（１） 
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 c )「コードを引っ張る」「コンセントを触る」 

   「コードを引っ張りそのままころんでしまう」という事例が報告されているが、さらに「体にか

らまる」「機器を落とす」などを引き起こす可能性も考えられる。コードの機器側の接合部がテ

ンションではずれるしくみなどの対策をされている機器もあるが、そうなっていない機器が多い

のが現状である。 

また「コンセントを触る」という事例も報告されているが、コンセント部分の露出は感電の危険

性がある。コンセントカバーを施している場合もあるが、そのコンセントカバーをはがしてしま

う事例も報告されており新たな対策も必要であるとともに、将来的には無線給電のコードレスの

技術を視野にいれた設計を検討も今後必要であると考えられる。 

 

d ) 3.11震災時に家庭の中で転倒したもの調査も行っている。その中では本棚や食器棚の転倒が多

いが、テレビ、電話、パソコン、プリンター、ＣＤ・ＤＶＤラックの転倒の報告も見られた。パ

ソコン本体や周辺機器の設置の際の工夫やパソコン本体や周辺機器が倒れたときの危険性を減

らすなどの対策が必要である。 

 

 

４．今後の展開 

 今回の調査からわかったことは子どもの状況、興味の対象、事故の実態である。情報機器がもたらす

プラスの効果もあるが、家庭内で必ずしも子どもの使用を想定していない情報機器と子どもの接触機

会が多数あり、子ども自身の事故、情報機器を含む周辺設備などへの物損につながる可能性があるこ

と明らかになった（図４）。 

図 3 家庭における家電製品に関する危険（２） 
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今後、具体的な接触シチュエーションを明らかする調査も必要であり、どのような状況（保護者の介在、

接触時間帯など）で情報機器に接触機会するか、またどのような理由で子どもが興味を持って接触行動を

起こすのかなどを明らかにして具体的設計基準にしていく必要があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 今回の調査の結果で得られた事故やヒアリハットの事例に関しても、製品デザインの担当と共有し

今後の機器のデザインや設置環境などにも考慮していきたい。 

図 4 子どもの状況、興味の対象、事故の実態 

 


